
を全デザイナーに対して浸透する目的で行った。
その際、各デザインチームにはビジュアルの選択肢として、
ゲッティイメージズとiStockが提供された。「著作権、使用許
諾に対して不透明なものは、ビジュアルに残した後に不安が
多い。安心して使える素材として、ゲッティイメージズが用意
しているビジュアルを提供しました」と、その理由を話す。そし
てイベントはビジュアル化により、新しいコミュニケーション
を生み出す。「みんなで各々のポスターを見て自由に歓談する
時間を設けました。実はこれが一番効果的でした。一枚のビ
ジュアルによってお互いに何をしているのか記号化されて共有
しやすくなり、チーム間で壁がなくなっていったのです」。

　富士通ブランドを支える『shaping tomorrow with you』
は、ICT（情報通信技術）を活かして、お客様とともに豊かな
未来を創造していくブランドプロミスだ。
老若男女それぞれ異なる「使いやすさ」を「どのようにデザイン
したら良いか」。「らくらくホン」や「Live Talk」など、初めて利
用する人でもわかりやすく使いやすい製品を世の中に提供し、
人々の暮らしを豊かにしてきた。「これまでICTはビジネスの
効率に主眼を置いてきました。しかし現在、人とモノや情報
が繋がっていくことで、新しい価値を生み出していける」と、
富士通株式会社・グローバルマーケティング本部総合デザイン
センター・シニアマネージャーの高橋将氏は話す。その思いを
デザイナーとして形にする一つの試みとして、富士通デザイン
株式会社は昨年『Fujitsu Design Philosophy』を作成した。
これは、ブランドプロミスの『with you（お客様と共に）』に
対するデザイナーの関わり方を3つの「言葉」で表現したもの
だ。富士通のビジョン『Fujitsu Technology and Service 
Vision』を基に、ICTを通じてお客様により良い価値を届ける。
その目標に向けたデザイナーの心得を社内外で共有できる活
動を行っている。

　そうした活動で必要だったことは、「自分ゴトのように感じ
てもらうこと」だった。「18のデザインチームそれぞれが思
いや言葉を視覚化することによって、デザイナー同士がその
解釈をお互いに確かめ合うことができる。視覚化を通じた対
話によって、デザインフィロソフィーが自分ゴト化されること
に期待した」と、今年10月に社内イベント『Fujitsu Design 
Philosophy』を開催した富士通デザイン株式会社・デザイン
戦略統括部・チーフデザインディレクターの木村健一氏は話す。
　イベントは、『with you』に対する各デザインチームの考え
方をポスター化することで、『Fujitsu Design Philosophy』

富士通株式会社
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「視る」をプラスすることで、社内外のコミュニケーションを豊かに

木村健一 様
富士通デザイン株式会社
デザイン戦略統括部　
チーフデザインディレクター

山岡鉄也 様
富士通デザイン株式会社
サービス＆
プロダクトデザイン事業部　
チーフデザイナー

思いや言葉の視覚化がもたらす、
新しいコミュニケーション。

shaping tomorrow with you

（左より）

髙橋 将 様
富士通株式会社
グローバルマーケティング本部
総合デザインセンター
シニアマネージャー

藤倉礼亜 様
富士通株式会社
グローバルマーケティング本部
総合デザインセンター　
グラフィックデザイナー



　社内外で活躍する「ビジュアルコミュニケーション」。それは、
富士通の思い描く豊かな未来と私達の生活の橋となり、

『夢をかたち』にしていくための大きなパートナーとなっている。
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　イベントに参加したデザインエンジニアリングチーム・CG
デザイナーの山岡鉄也氏は、ゲッティイメージズがもたらすユ
ニークな効果を教えてくれた。「キーワードベースでものを探
した時に、意図しないものが出てくる。それは業務の中でも
意義のあることです。そういう機能が備わっているのは良い
ことですね」。イベントでは、スペシャリストをキーワードに、
説明的にならずに比喩的な要素を残しながらわかるビジュア
ルを探したという。「私達のチームは、ものを作る工程、色、
CGなどスペシャリストの集団です。一人ひとりがスペシャリス
トという言葉でビジュアルを探してもらいました」と、山岡氏は
話す。そして最終的に投票で決めた一枚、それは轆轤（ろくろ）
の写真だった。「轆轤を触っている人間がデザイナー。それを
支えている人が私達の仕事です」。
　グローバルなビジュアルは、２つの利点をもたらしている。
１つ目は、「グローバル企業のコミュニケーションでは、選ぶ
素材がグローバルスタンダート」であり、「ゲッティイメージズ
が提供するビジュアルは、インターナショナルなものが多い」
ことだ。2つ目は、人種を超えた価値観の多様さと時代の先
を行くクリエイティブな写真家の作品が、キーワードの固定観
念を超えて、探している以上のビジュアルに出会う予想外の
コミュニケーションを提供していることだ。

　「未来のことなので、絵がありません。それを表現するた
めに、内容に見合った写真やイラストで誰もが共有できるよ
うにする必要がありました」と、『Fujitsu Technology and 
Service Vision』の制作に関わる藤倉氏が話すように、コミュ
ニケーションの視覚化は、ブランドやビジョンを具体化し、
お客様一人ひとりと共に未来を作っていくための力になる。

グローバルなビジュアルがもたらす、
予想外のコミュニケーション

未来を共有し、夢をかたちに
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